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企業理念・ビジョン
理事長メッセージ
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企業理念
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玉昌会グループは、健康・医療・福祉・生活の総合ビジョンを掲げ、鹿児島市・姶良市に密着した、きめ細やか
な医療環境づくりを目指しています。
また、医療をとりまく環境や制度の変化、さらにますます進む高齢化に向けて、より時代に即した医療環境の整
備が求められています。こうした時代のニーズに応えるべく総合的な視点で、未来へ向けた新しい医療環境を構
築していきます。

ビジョン

5



理事長メッセージ
玉昌会では、基本理念と行動指針を柱に、
地域社会に医療サービスと福祉サービスを提供させて頂いております。

そして、今後も皆様と共に多くの課題に取り組み、
より良い社会を築き上げて行く一員でありたいと思っています。

その為にも、今後益々大きく変化する医療・福祉情勢に対応する為に
私共スタッフ一同日々努力してまいります。

そして、私達を育てて下さるご利用者の方々とともに
笑顔のたえることのない社会を作りたいと考えています。

医療法人 玉昌会 理事長 髙田 昌実
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これまでの玉昌会のあゆみ

• これまでの玉昌会のあゆみ、

ビジョナリーホスピタルとしての今後の成長戦略

• 鹿児島・姶良の医療に貢献し、共に成長してきた玉
昌会グループ

• 診療報酬改定と玉昌会売上推移
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これまでの玉昌会の歩み、
ビジョナリーホスピタルとしての今後の成長戦略

少子高齢化社会に伴う医療費の増加から、2000年代から診療報酬改定は実
質マイナスが続き医療業界は困難な状況に置かれている。そのような外部環境
の中で玉昌会も2001年度売上高46億円をピークに、3年連続減収が続き厳し
い経営状態にあった。しかしながら2004年に高田病院に萩原院長が就任、翌
年玉昌会に髙田理事長が就任し2019年度に至るまで、売上高70億円を突破し
て約1.5倍の増収を成し遂げている。

その成長の大きな理由として経営陣の強力なリーダーシップのみならず、診
療報酬改定のマイナス改定の中で、介護療養、地域包括ケア、介護医療院など
の変化にグループ一丸となって素早く対応してきたことがあげられる。

また、医療機能評価に留まらず鹿児島県で２番目の慢性期医療認定病院取得
や、鹿児島県の医療機関として初のエコアクション21の取得、日本政策投資
銀行の「環境・健康・BCM」3つの格付を全国の医療機関として初めて取得し、
DBJビジョナリーホスピタルに認定されるなど、先進的な対応してきたことも
あげられる。これからも健康経営を実践し、従業員の健康管理・支援や、働き
方改革への取組を強化していく。

鹿児島・姶良地区で成長してきた玉昌会は、九州一のビジョナリティホスピ
タルを目指して、激しい変化の中でも医療業界の最先端を走り続け、SDGｓの
観点から引き続き企業の持続可能性を高める経営を意識していく。

これから鹿児島市のキラメキテラス構想、姶良市のJOYタウン構想を実践し
ていく中で、玉昌会の地域包括システムを基盤とした地域共生社会の実現を目
指していく。鹿児島県から情報を発信し、今後は2025年の大阪万博でのヘル
スケア部門での発表、そして将来的にはその地域包括システムをアジアへ輸出
していく展望も持っている。
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鹿児島・姶良の医療に貢献し、共に
成長してきた玉昌会グループ

1970 1976 1999 2009 2019

売上高推移

1957年 高田医院開設 病床数19床

1962年   医療法人 玉昌会 設立認可

1976年 人工透析治療開始

1978年 加治木温泉病院開設病床数100床

1986年　 髙田病院 12床増床し､許可病床179床

1997年 加治木温泉病院350床に増築

2014年  電子カルテ導入

2018年　 加治木温泉病院

介護療養型医療施設（57床）を介護医療院へ転換

2019年
年度

売上高
70億円
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診療報酬改定と玉昌会売上推移
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萩原院長、髙田理事長の就任を契機として、診療報酬のマイナス改定が続く厳しい環境下
であったが、この15年間で売上高は1.5倍以上増加。

2004年から合計7.69％のマイナス改定となっているが、改定への対応や経営努力により
事業規模の拡大は続いてる。

時代の変化に合わせて病床再編をスピーディに進め、機能強化・ベッド単価の上昇などひ
とつひとつの変化がグループ全体の成長に繋がっている。
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玉昌会に髙田理事長就任

2010年,2012年は僅か
なプラスだったが、実
質的ににマイナス改定



玉昌会について

• グループ一覧、マップ

• グループ組織図

• 玉昌会職員数

• 高田病院

• 加治木温泉病院

• 在宅事業部

• JOY

• かずみ保育園

• 鰺坂クリニック
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グループ一覧
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玉昌会グループマップ(鹿児島地区）
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玉昌会グループマップ(姶良地区）
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加治木温泉病院

グループホームいこいの里　花いちもんめ

しあわせの杜ケアレジデンス　おはな

居宅介護支援事業所　ぬく杜

訪問看護ステーション　まむ

デイサービス　しあわせ通りらぶ

看護小規模多機能型居宅介護

しあわせの杜ケアレジデンス　とまり木

グループホームしあわせの杜ケアレジデンス　木もれ日

かずみ保育園

小規模多機能ホーム　

しあわせの杜　ケアレジデンスお福

しあわせの杜　ケアレジデンスおはな別館

WellBe Club



グループ組織図

　玉昌会全体の組織図。

社員総会を頂点に、理事長、理事会

法人事務局、各地区組織及び鰺坂

クリニックが並びます。
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グループ組織図

　姶良地区の組織図。

加治木温泉病院のもとで医局、各

診療科、看護部、事務部各組織が

並びます。

在宅サービス事業部に各施設が構

成されています。
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グループ組織図

　鹿児島地区の組織図。

髙田病院のもとで医局、各診療科、

看護部、事務部各組織が並びます。

在宅サービス事業部に各施設が構

成されています。
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玉昌会職員数
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玉昌会の医師、看護部、リハビリ部門
及び職員数は順調に増加しています。
(各年度3月31日時点）



高田病院

•理事長 : 髙田 昌実
•院長 : 萩原 隆二
•開設日 : 昭和32年1月15日
•経営主体 : 医療法人玉昌会
•病床数 : 179床
•指定医療機関
・(財)日本医療機能評価機構認定
・人間ドック・健康診断(特定健診・特定保健指
導)
・協会けんぽ生活習慣病予防健診
・肝疾患治療かかりつけ医療機関
・慢性期医療認定病院
・在宅療養支援病院
・持続性推進機構「エコアクション21」認定
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院長あいさつ
「医療人としての感性」に満ちた病院を目指して

高田病院は昭和32年に創設された高田医院を基礎とし、現在では回復期リ
ハビリテーション病床30床、医療療養病床149床を備えた、全医療療養型病
床の病院として、地域の医療・福祉に貢献できるよう全力で取り組んでおり
ます。

病院の機能面では、多くの急性期・一般病医院・地域の皆様のご期待に沿え
るよう、当院の方向性・使命は、「地域の慢性期医療を担う病院である。」
との認識の下、「より安全、安心、確実な医療」を充実させる目的で、日本
医療機能評価機構より「機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.0(主たる機能:慢性
期病院、副機能:リハビリテーション病院)」の更新認定、日本慢性期医療協
会より慢性期医療認定病院を頂き、さらには、職員のスキルアップのために、
各種学会・研究会・勉強会での発表や参加にも積極的に取り組んでまいりま
した。

また、環境活動にも取り組んでおり、持続性推進機構よりエコアクション
21(環境省推奨)認定を頂きました。

介護・福祉の面では、高田病院で通所リハビリテーション、訪問リハビリ
テーション、訪問診療を実施しているほか、医療法人として開設した「しあ
わせの杜 コミュニティーガーデンほりえ(住宅型有料老人ホーム ケアレジデ
ンスほりえ、デイサービス ケアレジデンス風の街、看護小規模多機能型居
宅介護 ケアレジデンス星の街)」、居宅介護支援事業所甲東、ヘルパース
テーション甲東、訪問看護ステーション まむ鹿児島も、高田病院と一体と
なり、地域の皆様のニーズへの更なる対応やシームレスな連携の強化にも努
めてまいりました。

今後とも、当院は「目配り・気配りの心、気付きの心」=「医療人としての
感性」を大切にし、患者さま・ご家族に選んで頂ける病院創りを目指して参
りますので、宜しくお願い申し上げます。

医療法人 玉昌会 高田病院 院長 萩原 隆二
20



入院患者数（人）
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外来患者数推移（人）
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紹介先機関別、紹介件数
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逆紹介先機関別、逆紹介件数
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加治木温泉病院

理事長 : 髙田昌実
院長 : 夏越祥次
開設日 : 昭和53年6月15日
経営主体 : 医療法人 玉昌会
病床数 : 270床（一般97床、療養173床） 80床
（介護医療院）
指定医療機関
・救急告示病院
・在宅療養後方支援病院
・開放型病院
・日本医療機能評価機構認定病院(3rdG:Ver.1.1)
・日本医療機能評価機構付加機能(リハビリテー
ション機能Ver.3 0)
・慢性期医療認定病院
・姶良･伊佐高齢者保健風刺圏域地域リハビリテー
ション後期支援センター(脳血管等)
・国土交通省(JCAB)指定航空身体検査機関
・アメリカ連邦航空(FAA)指定航空身体検査機関
・難病の患者に対する医療等に関する法律第14条
第1項の規定による指定医療機関
・消化器がん、大腸がん、前立腺がん、肺がん健
診精密検査医療機関
・肝疾患治療かかりつけ医療機関
・日帰り人間ドック実施指定病院
・協会けんぽ生活習慣病予防健診指定病院
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院長あいさつ

26

地域医療へ貢献します。

当院は1978年に病床数100床で開院後、1985年に人工腎臓センターを開設し、
人工透析を開始しました。その後、350床に増床し、リハビリテーション施設の
承認を受けています。現在は一般97床、療養173床の270床と、介護医療院80床
の計350床で運用しています。昨今、地方の人口減少ならびに少子高齢化、病床
数の削減により地域医療が厳しくなる中、当院は姶良地区のみならず、姶良市周
辺市町村の患者さんのお役に立てるように努力しています。

低賞感微の気持ちを大切にします。

「いつまでも健やかに…私たちの願いです。」が玉昌会グループ全体の基本理念
です。加治木温泉病院では「低賞感微」に沿った医療及び介護サービスを提供し
ます。低はすべてに謙虚な気持ちで接する、賞はお互いを思いやり敬意を払う、
感はすべてに感謝する、微は微笑みを添えて態度で示す、を意味します。職員一
同は、「低賞感微」の気持ちを忘れずに、患者さんに接するように心がけていま
す。

安心・安全・信頼される医療を目指します。

当院はリハビリテーションが必要な患者さん、透析が必要な患者さん、その他の
慢性疾患や悪性疾患を有する患者さんの治療を中心に行っています。外来患者さ
んはもとより回復期、慢性期の入院患者さんをできるだけ早く自立できるように
支援しています。さらにケアレジデンス、住宅型有料老人ホーム、居宅介護支援
事業所、訪問看護ステーション、デイサービス、グループホームを併設していま
す。まずは地域の皆様が満足していただけるように、職員が一丸となって、地域
に根ざした安心・安全・信頼される医療を目指しています。将来、当院の様々な
取り組みが各地域の医療機関と連携できればと考えています。
皆様の温かいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

医療法人玉昌会 加治木温泉病院長 夏越祥次



入院患者数（人）
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外来患者数推移（人）
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紹介先機関別、紹介件数
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逆紹介先機関別、逆紹介件数
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在宅サービス事業部
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在宅サービス事業部の概要 
 

 
114 

名 称  医療法人玉昌会 在宅サービス事業部 
開設者  髙田 昌実 

 
◇◇◇ 鹿児島地区 ◇◇◇ 
 
ヘルパーステーション甲東 
鹿児島市新町 5番 19号  ℡099-219-2670  1998年 5月開設 
 
居宅介護支援事業所甲東 
鹿児島市新町 5番 19号  ℡099-239-3112  1999年 10月開設 
 
通所介護事業所 しあわせの杜・ケアレジデンス風の街 
鹿児島市堀江町 6-3   ℡099-248-8112  2011年 5月開設 
 
看護小規模多機能型居宅介護 しあわせの杜・ケアレジデンス星の街 
鹿児島市堀江町 6-3   ℡099-248-8136  2011年 5月開設 
 
住宅型有料老人ホーム しあわせの杜・ケアレジデンスほりえ 
鹿児島市堀江町 6-3   ℡099-248-8111  2011年 5月開設 
 
訪問看護ステーションまむ鹿児島 
鹿児島市堀江町 6-3   ℡099-248-8450  2012年 7月開設 

 

◇◇◇ 姶 良 地 区 ◇◇◇ 
 
居宅介護支援事業所 ぬく杜 
姶良市加治木町反土 2156-5  ℡0995-62-0106  1999年 10月開設 
 
訪問看護ステーション まむ 
姶良市加治木町反土 2156-5  ℡0995-63-8881  2008年 3月開設 
 
通所介護事業所しあわせ通りらぶ  
姶良市加治木町反土 2156-5  ℡0995-62-5950  2016年 4月開設 
 
グループホーム しあわせの杜・ケアレジデンス木もれ日 
姶良市加治木町反土 2156-1  ℡0995-62-5915  2009年 4月開設 
 
グループホーム 「いこいの里」花いちもんめ 
姶良市加治木町木田 4888-4  ℡0995-62-2983  2016年 4月開設 
 
看護小規模多機能型居宅介護 しあわせの杜・ケアレジデンス とまり木 
姶良市加治木町反土 2156-1  ℡0995-62-5916  2020年 10月開設 
 
小規模多機能型居宅介護 しあわせの杜・ケアレジデンス お福 
姶良市西餅田 202-3   ℡0995-65-1234  2010年 4月開設 
 
住宅型有料老人ホーム しあわせの杜・ケアレジデンス おはな 
姶良市加治木町反土 2156-5  ℡0995-63-8889  2010年 5月開設 
 
住宅型有料老人ホーム しあわせの杜・ケアレジデンス おはな別館 
姶良市西餅田 202-3   ℡0995-65-2040  2011年 6月開設 



株式会社JOY

会社概要

会社名 株式会社ＪＯＹ（ジョイ）
代表取締役 高田 和美
設立 昭和 63 年 2 月 17 日
本部事務所 〒892 - 0825

鹿児島市大黒町 1番 3号
鹿児島ブラザービル 8 階

資本金 1000万円
従業員数 36名（令和元年 12 月末現在）

経営理念
Make Your JOY
あなたに会えて良かった・・・と喜んでいただ
けることが私たちの喜びです
私たちは、そんな出会いの場とサービスを提供
することをもっとも大切な使命とこころえてい
ます

ABOUT
地域社会との連携を大切に真心を
込めたサービスを目指します。
お客様の充実した生活をサポート
するため、販売事業やカルチャー
事業、清掃事業さらには街づくり
構想事業を通して、人と人の繋が
りや出会いを大切にする真心を込
めたサービス提供を目指しており
ます。
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株式会社JOY・組織図
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社会福祉法人幸友会
 

○法人理念 

Ｂｅ ＨＡＰＰＹ 

地域に愛され 地域に必要とされ 

関わる全ての人々を幸せに導く法人を目指します。 

 

○かずみクレド 

乳幼児期の体験は一生の宝物 

私たちは子どもの限りない可能性を大切に保育いたします。 

 

○保育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの成長を支える３つの約束 

名 称  社会福祉法人幸友会 かずみ保育園 

 

所在地 〒899－5231 

鹿児島県姶良市加治木町反土 1420 番地 1 

Tel     0995－62－0657 

Fax     0995－62－0659 

E-Mail  kids-world.kazumi@apricot.ocn.ne.jp 

URL     http://www.kazumihoikuen.com/ 

 

園児定員  60名   クラス数  6クラス（年齢別） 

開所時間  7:00am～6:00pm 延長保育  6:00pm～7:00pm 
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鰺坂クリニック
巡回型健康診断（巡回健診）

院長挨拶

「皆様の健康・予防医学拠点として、安心と信頼のサービス を提供してまいります。」

私どもは、全世代に対応した健康・医療・介護・福祉の総合生活支援サービスを提供するグループとして、地域貢献巡回型健康診断事
業を行っております。

健康診断の目的は、「普段の生活では気が付かない、身体のどこかに潜んでいる異常を早期に発見し、早期に治療すること(=健康寿命
を延ばす)」にあります。

私どもは、経験豊富な医師・スタッフと共に皆様の地域を巡回し、最新の検査機器を用いた身体に優しい巡回型健康診断を行っており
ます。

万が一異常が発見された場合でも、当法人が運営しております「高田病院」「加治木温泉病院」との連携により、充実したバックアッ
プ体制を整えております。近隣・遠方を問わず、機動力を活かした巡回型健康診断サービスを展開してまいりますので、お気軽にご相
談下さい。

医療法人玉昌会 鰺坂クリニック 院長 米澤 傑
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玉昌会の歴史

• 10年のあゆみ

• これまでの病床再編

• トピックス(2017～2019年)
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在宅サービス
事業部
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2010 2011 2012 2013 2014

療養病棟入院基本料1

89床

療養病棟入院基本料2

60床

在宅療養支援病院 慢性期医療認定病院

認定

エコアクション21

認定

電子カルテ導入

画像診断用ﾓﾆﾀｰ導入

16列ﾏﾙﾁｽﾗｲｽCT装置

導入

日本医療機能評価機

構「Ver.6認定証」

取得

日本慢性期医療協会

「慢性期医療認定病

院」認定

しあわせの杜・

ケアレジデンス

とまり木

お福

しあわせの杜・

ケアレジデンス

風の街

星の街

訪問看護ステーショ

ンまむ鹿児島開設

外科・消化器外科開

設在宅療養後方支援

病院基準承認

〈業務サポートチー

ム〉エンジェル・

coco開設

保育活動で行ってき

た1円献金の寄付に対

し感謝状を頂く

かずみグランド

駐車場整備

大規模災害想定避難

訓練　実施

玉昌会グループ10年のあゆみ(2010～2014）



玉昌会グループ10年のあゆみ(2015～2019）

在宅サービス
事業部
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2015 2016 2017 2018 2019

がん患者リハビリ

テーション料

退院支援加算1

認知症ケア加算 算定

開始

療養病棟入院基本料1

（129床）

地域包括ケア入院医

療管理料1（20床）

日本医療機能評価機

構｢3rdG:Ver2.20

認定証｣取得

新病院建設工事起工

式

地域包括ケア入院医

療管理料1（30床）

回復期リハ54床

ｱﾒﾘｶ連邦航空局(FAA)

指定航空身体検査機

関認定

標榜科目に肝臓内科

を追加

開放型病院基準承認

日本医療機能評価機構

「3rdＧ:Ｖer.1.1認定

証」取得/超電導型

ＭＲＩ装置（1.5Ｔ）

導入

皮膚科外来開設/救急告示

病院指定/整形外科開設/

神経内科を脳神経内科へ変

更介護療養型医療施設（57

床）を介護医療院へ転換

日本医療機能評価機構付加機能

（リハビリテーション機能

Ver.3.0）更新

介護医療院80床へ（23床増床）

療養病棟入院基本料2を地域一

般入院料3へ転換

通所介護事業所

しあわせ通りらぶ

「いこいの里」花い

ちもんめ開設

Wellbe Club My Bar

Coffee 開設

２周年イベント「Wellness

Marche～おとなのアソビ

バ・カタリバ・マナビバ～」

を開催

保護者向けメール配信

システム導入

コンビネーション遊具

購入

保育に言葉の教室導入

（加治木温泉病院との

連携）

玉昌会グループに加入



これまでの病床再編
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両病院は時勢・ニーズに合わせてベッドコントロールを行い、医療ニーズに対応
してきました。

<高田病院(179床）>

2010 2017 2019

回復期リハビリテーション病棟入院料１ 回復期リハビリテーション病棟入院料１ 回復期リハビリテーション病棟入院料１

（３０床） （３０床） （３０床）

療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１

（89床） （１２９床） （１1９床）

療養病棟入院基本料２ 地域包括ケア入院医療管理料１ 地域包括ケア入院医療管理料１

（６０床） （２０床） （3０床）

<加治木温泉病院(350床）>

2010 2015 2016 2018 2019

療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１ 療養病棟入院基本料１

（１１９床） （１１９床） （１１９床） （１１９床） （119床）

療養病棟入院基本料２ 療養病棟入院基本料２ 療養病棟入院基本料２ 療養病棟入院基本料2(経過措置1) 療養病棟入院基本料3

（60床） （６０床） （６０床） (60床) (37床)

回復期リハビリテーション病棟入院料 回復期リハビリテーション病棟入院料1 回復期リハビリテーション病棟入院料1 回復期リハビリテーション病棟入院料1 回復期リハビリテーション病棟入院料1

（５４床） （５４床） （５４床） （５４床） （５４床）

介護療養型医療施設 介護療養型医療施設 介護療養型医療施設療養機能強化型Ａ 介護医療院 介護医療院

（５７床） （５７床） （５７床） (57床) (80床)

一般病棟入院基本料１３：１ 地域包括ケア病棟入院料2 地域包括ケア病棟入院料１ 地域包括ケア病棟入院料4 地域包括ケア病棟入院料4

（60床） （６０床） （６０床） (60床) (60床)
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トピックス(2017年度)
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トピックス(2017年度)
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トピックス(2017年度)



トピックス(2018年度)

※1 従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践する
「健康経営」の取組みが優良であると認められました。
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※1



トピックス(2018年度)
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トピックス(2018年度)



トピックス(2019年度)
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トピックス(2019年度)
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トピックス(2019年度)
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SDGｓへの取組み

• 健康経営

• 環境活動・地域貢献

• ＢＣＰ

• 環境経営目標と実績

• エコアクション21

• ワークライフバランス

• 福利厚生
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健康経営優良法人の認定

医療法人 玉昌会は経済産業省の健康経営優良法人ホワイト500の認定を取得しまし
た。

2020年3月、当法人は経済産業省と本
本健康会議が共同で選定する「健康経営
優良法人認定制度～ホワイト500～」に認
定されました。本認定の取得は、2019年
に続いて、2度目の認定となります。

当法人は、「職員」および「職員の心
身の健康」が病院の最も大切な財産であ
るという考えのもと、健康保持・増進に
向けた取組を積極的に支援していきたい
と思います。

また、「信頼性の高い医療で社会に貢
献」という理念のもと、社会貢献の一環
として健康経営に取り組む企業に対して
積極的に支援を行い、健康で活気に満ち
た職場づくりにも貢献してまいります。
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ホワイト500について
ホワイト500とは、経済産業省が企画をしている健康経営優良法人認定の認定
企業の一部のことを指す通称です。

健康経営優良法人認定の認定基準は2種類に分かれています。具体的には、中
小規模法人部門と大規模法人部門に分かれます。これまでは大規模法人部門
全体を「ホワイト500」と呼んでいましたが、健康経営優良法人2020からは
大規模法人部門認定法人の中で、健康経営度調査結果の上位500法人のみを
「ホワイト500」として認定することになりました。ここが、健康経営優良法
人2020から変更になった点です。

健康経営優良法人認定制度

健康経営優良法人認定制度とは、健康経営に熱心な企業を国（経済産業省）
が顕彰する制度です。企業名を国民に広く周知することで対象企業の社会的
な地位、信頼性を向上させる効果が見込めます。認定制度は中小規模の企業
を対象とした「中小規模法人部門」と大規模企業を対象とした「大規模法人
部門」に分けて認定を行います。

健康経営という考え方

「企業は人なり」といわれますが、企業にとって人財は非常に大切な経営資
源です。そして人が健康であり続けることが企業業績にも直結するというこ
とはよく知られています。したがって経営者は人（従業員）の健康維持、増
進を企業の理念として公表して企業経営を行うようになりました。

具体的には企業の年度方針や経営方針に落とし込み、年間を通して健康管理、
増進を図っています。
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健康経営宣言
玉昌会グループは、法人理念として「いつまでも健やかに・・・私たちの

願いです」を掲げ、職員の健康維持こそが経営の根幹理念と位置付けし、い
きいきと安全で安心して働ける職場環境をつくるという基本姿勢のもと、
「健康宣言」を発表し、健康経営を推進していきます。
玉昌会グループは、健康・医療・福祉・社会生活の総合サポート企業として、
地域社会に密着したきめ細やかな社会環境作りと、地域包括ケアシステムを
ベースとした「ヒューマンライフライン」を構築し、全世代に対応した健
康・医療介護・福祉サービスを含めた総合生活支援サービスを提供していく
法人を目指していきます。

健康は、本人だけでなく家族を含めた大いなる社会の望みであり、法人を
含め社会の発展にとっても欠かせない要素で、日々の家庭生活が充実してこ
そ仕事を通して最高のパフォーマンスが発揮できます。また、健康寿命延伸
は、職員の有意義で充実した高齢期の人生を送る事が可能になり、日本にお
ける現代社会の要請でもある今後不足する労働力の確保、並びに医療費削減
等にも繋がってきます。
玉昌会グループは、ここに経営を通じて職員の健康の維持向上に努めること
を宣言いたします。

玉昌会グループ代表 髙田昌実
医療法人 玉昌会 理事長
社会福祉法人 幸友会 理事長
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健康経営基本方針

【健康経営基本方針】
健康管理・支援
職員の健康管理のため、健康アプリを活用し、
健診結果に基づき、再検診の推進、重症化予防、
高リスク保有者への対応等を行います。

健康増進活動の推進
ウォーキング推進、運動イベント等、様々な活
動を通じ、職員の健康増進を推進します。

働き方改革への取り組み
健康経営の考え方に基づき、仕事と生活を両立
できる働き方と職場環境の実現を目指します。
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健康増進のための体制
• 健康増進委員会を設置し、労働安全衛生委員会と連携して、従業員の健康増進と

それにつながる職場環境の向上に取り組んでいます。
理事長を健康管理最高責任者（CHO）かつ健康増進委員会の委員長とし、各部門
から委員を選出することで、健康増進への取り組みが社内の隅々まで浸透する体
制としています。また、健康に関する研修などを通じて従業員一人ひとりの健康
に対する考えや思いを集め、健康増進の施策に反映させています。
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PDCAサイクルの循環
・玉昌会グループでは、健康経営の推進においてPDCAサイクルの循環が重要と考え、健康増進委員会が中心と

なって実施しております。
各健康施策に対する満足度や職員全体に向けて行う生活習慣・健康意識を調査するアンケートを定期的に行い、健
康診断やストレスチェックの結果等とあわせて健康課題の分析や取り組みの評価・改善に活かしております。
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健康課題の把握
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＜自社の健康課題と目標＞
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健康増進の取り組み
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玉昌会グループでは、ヘルスケアサービス『CARADA』を全社に導入し、
ＩＴを活用した健康イベントの実施や健康情報の配信により、従業員の
健康維持・向上を推進しています。また、子宮頸がんや大腸がん、歯科
検診など多岐にわたる検診の補助や運動施設の提供といった環境整備も
併せて行っています。
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環境活動の取組
(P) 全事業所の、各部門のエコアクション委員を中心に活動しています。
(D)(C) 委員会時は3班～4班に分かれて事業所内の環境巡回を行い指導等を行っています。
(C)(A) 環境管理責任者に報告後、指示受、改善を行っています。

・改善例1
課 題） 職員通用口出入口ドアの閉め忘れがあり空調の無駄が発生していた。
改善後） 入口を半自動ドアに改造して確実に閉まるように改善した結果、暖気が逃げなく

なり節電につながった。

・改善例2
課 題） 物品倉庫内の荷物が煩雑満杯となり新たな置き場所がなくなった。
改善後） 不要品のリサイクル等整理整頓の結果、室内の有効活用範囲が広がり物の再利用

につながった。

・廃棄部の分別
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地域貢献

鹿児島県リハビリテーション看護研究会 会長

日本思春期学会 理事

鹿児島県病院薬剤師会 理事

鹿児島県言語聴覚士会 理事

鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンター 理事

鹿児島県慢性期医療協会 監事

日本性機能学会 評議員

社会福祉法人　高齢者介護予防協会かごしま 理事長

鹿児島県透析医会 会長

鹿児島県医療法人協会 理事

主な外部役員等　（地域貢献）

関連機関名 役職

日本医療経営実践協会 九州支部理事南九州支局長

NPO法人　災害福祉ネットワーク・サンダーバード 鹿児島支部長

サークル活動 釣りクラブ バスケット部

市内駅伝参加



緊急事態対策本部長
総院長（理事長）

法人事務局

法人運営会議

緊急事態対策副本部長
加治木温泉病院夏越院長

米
澤
院
長

鰺
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

島
田
部
長

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

緊急事態対策副本部長
高田病院萩原院長

診
療
部
門
・
医
局

看
護
部
門

薬
剤
部
門

検
査
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
部
門

給
食
部
門

リ
ハ
ビ
リ
部
門

透
析
部
門

病
院
事
務
部
門
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JOY

幸友会

コロナウイルス感染症対応 BCP

病院運営会議

医療安全管理委員会
院内感染対策委員会
（情報収集）
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環境経営目標と実績

2017年度 2018年度
（基準年）

2020年度

実績 実績 実績 目標 達成値 評価 目標

2,040,376 2,090,995 2,104,201 ▲0.5％ + 0.6％ × ▲1％

1,594,763 1,648,581 1,689,871 ▲0.5％ + 2.5％ × ▲1％

445,613 442,414 414,330 ▲0.5％ ▲6.3％ 〇 ▲1％

114,215 110,555 91,089 ▲0.5％ ▲17.6 〇 ▲2％

487.46 488.54 483.24
▲

0.5％
▲1.1％ 〇 ▲1％

291.99 289.97 288.62 ▲0.5 ％ ▲0.5％ 〇 ▲1％

195.47 198.57 194.62 ▲0.5％ ▲2.0％ 〇 ▲1％

10,633 11,340 12,532 ▲0.5％ +10.4% × ▲0.5％

1905.84 1825.58 1904.23 〇 適正管理

－ － －

94.1% 93.6% 91.8% 92.0% ▲0.2％ × 92.0%

98.7% 95.8% 95.5% 98.3% ▲2.8％ × 98.3%

52回 52回 52回 54回 +3.8% 〇 52回
「地域貢献」
（地域清掃ボランティア全体の活動回数）

「化学物質の適正管理」（単位ｋｇ） 適正管理

「製品及びサービス」
（医療・福祉ｻｰﾋﾞｽの効率化）（単位％）

－

・在宅サービス事業部ﾍﾞｯﾄﾞ稼働率

・病院ﾍﾞｯﾄﾞ稼働率

「紙使用量削減」
（ｺﾋﾟｰ用紙使用量削減）（単位ｋｇ）

「水資源の節水」水の使用量削減）
　　　　　　　　　　　　（単位ｍ³）

「廃棄物排出量削減」（単位t）

環境経営目標と実績値

　　　　　　　　　　年度
　　　　方針

2019年度

「二酸化炭素排出量削減」（単位kg-CＯ₂）

　電力係数（2018年度調整後排出係数に換算する）
　九州電力　0.483㎏-CO2/kWh
　新電力(ｴﾅｼﾞｰﾄﾞﾘｰﾑ）　0.519㎏-CO2/kWh

・燃料使用量による二酸化炭素排出量

・電気使用量による二酸化炭素排出量削減

・一般廃棄物削減

・産業廃棄物削減
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環境経営計画と取組結果・評価
評価：○目標超　△目標同等　×目標に及ばずまた、活動が伴わず

二酸化炭素排出量削減（ｋｇ-CO₂）

特に夏場の空調使用量が多く削減できなかった。
LEDへの更新　25台。10年以上経過のエアコン20台更新、洗浄修理20台

コロナ感染症の影響により、換気・空調使用量の増加が見込まれます。
熱中症、感染症など注意しながら適温維持を心がけます。

評価 ×
取り組み

次年度の取組み

評価 〇

取り組み

　訪問診療など使用増えていますが、エコ運転を心がけ、ガソリン消費
　量の削減ができました、

次年度の取組み
　次年度も運転講習会を開催します。ボイラー等設備の予防管理を徹底
　します

評価 ×

次年度の取組み

　燃料使用量は、削減が認められます。空調の使用量増により電気の使用が大きく増えました。

　空調フィルターの整備徹底と10年以上経過のエアコンの洗浄、省エネタイプへの切り替えを行います。
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環境経営計画と取組結果・評価
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㌧
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産業廃棄物 一般廃棄物

2017年度 2018年度 2019年度ｔ

廃棄物の削減

評価：○目標超　△目標同等　×目標に及ばずまた、活動が伴わず

評価 ○ 　廃棄物全体では削減傾向で推移しています。

次年度の取組み 　ゴミステーション、保管庫の整理を定期的に行い、使用できる物は積極的に使用します

　一般廃棄物、産業廃棄物とも減少傾向で推移しています。
　一般廃棄物では、リサイクル率も上がってきています。

評価　〇
取り組み

次年度の取組み 　引き続き、移動・管理・廃棄を徹底します。
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環境経営計画と取組結果・評価
評価：○目標超　△目標同等　×目標に及ばずまた、活動が伴わず

評価
○

　機器を水冷式から空冷方式へ入れ替える等の改善、配管漏水の早期改修、職員の節水意識向上が結果に出ました

次年度の取組み 　毎月の水使用量に注意し、漏水等の早期発見に努める。　衛生機器入替時は、節水タイプに交換する

水資源の節水

紙使用量削減

評価　× 　ここ数年益々ペーパー使用量が増えています。原因として処方箋、点滴などの承認（サイン）用紙が以前より、2倍～3倍増えています。

次年度の取組み 　電子カルテ承認システムを検討し、承認用紙の削減に繋がるよう検討していく。
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環境経営計画と取組結果・評価
評価：○目標超　△目標同等　×目標に及ばずまた、活動が伴わず

評価
○

　毎月の点検など適正に管理されています。

次年度の取組み
　コロナウイルス感染症の拡大に伴い消毒用の次亜塩素酸ソーダの使用量が増えそうです。
　取り扱いなど安全シートに沿って確実におこなう。

化学物質の適正管理　エチレンオキシド、ホルマリン、次亜塩素酸ソーダ
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環境経営計画と取組結果・評価
評価：○目標超　△目標同等　×目標に及ばずまた、活動が伴わず

評価
○

　地域の河口堤防の除草作業（鹿児島県水辺サポート推進事業）、錦江湾クリーンアップ作戦に参加
　その他、応急手当普及員による活動、地域コミュニテイー活動など多くの活動を行っている。

次年度の取組み 　清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱの継続。　鹿児島県/「CO2ダイエット作戦」宣言事業所へ登録

地域貢献・地域清掃ボランティア活動
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環境関連法規制等の遵守

評価結果 訴訟有無

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

○ なし

消防法

当法人に適用される関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価年月日：2020年4月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者　環境管理責任者　飯伏真一

PCB処理特別措置法 保管/処分等の届出及び処分期間遵守

医薬品・医療機器等法 届出事項確認・副作用等報告義務・管理記録等

労働安全衛生法

高圧ガス保安法

作業管理上必要な措置を講ずる（管理者・委員会・健診など）

届出事項確認・法定責任者届出・基準順守

温泉法 届出事項確認・水質測定義務

危険物保管監督者届出・取り扱い基準・定期点検

貯蔵量確認・貯蔵設備等技術基準・定期点検

化管法

　　環境関連法規遵守状況　（法人全体）

中長期計画の提出・定期報告書

遵守事項法規等

省エネ法

廃棄物処理法 保管/委託基準順守・管理表に関する義務

フロン排出抑制法 放出禁止（適正かつ確実な回収・回収依頼・引取り照明

水質汚濁防止法 届出事項確認・事故時の届け出確認

下水道法 届出事項確認・水質測定義務・排除基準順守

保管、適正管理に関する義務

浄化槽法 届出事項確認・水質測定義務・排除基準順守

大気汚染防止法 届出事項確認・排出基準順守

水道法 届出事項確認・水質測定義務
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代表者による全体の評価と見直し
玉昌会は、2019年・2020年と2年連続で経済産業省の「健康経営優良法人2020（ホワイト500）の認定および九州環境

経営レポート大賞では、4年連続で賞をいただき昨年は「SDGs賞」を受賞いたしました。

コロナウイルス感染症の終息が見えない中、医療・福祉サービス提供を継続しながら、環境を通じてSDGsへ積極的に協力

してまいります。

◎ 評価と見直し

◇ 環境経営目標、環境経営計画の達成状況について

・「二酸化炭素排出量削減」 二酸化炭素排出は増加して目標未達成です。

燃料は削減、電気使用量が増え使用量削減と料金が同等であれば電力係数の低い新電力への移行を指示。

・「廃棄物削減」 一般廃棄物、産業廃棄物ともに削減傾向で目標達成です。

今後は特に感染症に対応するために産業廃棄物の増加が予想され保管管理に重点を置くように指示。

・「水資源の削減」 削減され目標達成です。

大きな漏水が無かった事も要因ですが、2020年度の使用量を見ながら目標値の設定変更が必要ならば変更を指示。

・「紙資源の削減」コピー用紙使用量増加で目標未達成です。

会議のあり方など再検討を行い積極的にIT,ICTを活用する様に指示。

・「化学物質削減」 保管、管理は徹底されているが、消毒用次亜塩素酸ソーダが増えています。

新型コロナウイルス感染に対応するために更に使用増加が予想され、管理の徹底を再指示。

・「医療、福祉サービスの効率化」 稼働率が減少傾向です。

・「地域貢献」 職員が地域へ出向き様々な形で地域とコミュニケーションをとっています。

◇ 環境経営システムについては、内部監査チームのチエック機能が有効に働いています。

◎ 以上から、EA21への取組が少なからず経営に良い影響を与えていると考えられ環境方針や実施体制・環境経営システム

は現状を継続します。

医療法人玉昌会 理事長 髙田 昌実



エコアクション21について

エコアクション21

3年連続 環境活動レポート大賞受賞

九州環境カウンセラー協会特別賞

玉昌会はSDGsを意識して環境経営活動を

行なっています。
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エコアクション21とは
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ワークライフバランス
◆子育て支援の取り組み 
医療法人玉昌会は、結婚・出産後も安心して勤務できる環境整備に取り組んでいます。主な内容は以

下の通りです。 

 

⚫ 24時間 365日対応可能な院内保育所の設置 

⚫ 育児・介護短時間勤務制度の導入 

⚫ 育児休業・介護休業 

⚫ 子の看護休暇、介護休暇 

⚫ 未就学児への保育手当の支給 

（同法人託児所以外の利用の場合も支給） 

⚫ 常勤の公認心理師によるメンタルヘルスケア 

⚫ 人財開発課による職員研修・復職支援 

⚫ 育児休業者等に対する職場復帰前の研修・情報提供 

⚫ 託児所を利用される方への駐車場の提供 

このような取り組みが認められ､2009 年に鹿児島県に「かごしま子育て応援企業」として登録され、

現在も登録更新中。育児休業については、今年度も対象者の方全員が取得。院内託児所「チェリッシ

ュ・キッズルーム」では、子供たちの笑い声が絶えません。 
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ワークライフバランス
産休・育休取得者数（2019年4月から2020年3月までの1年間）

有休取得日数平均
(年度別）
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ワークライフバランス

役職人数（2020年4月1日時点）

託児所利用者数
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福利厚生
託児所

玉昌会グループでは、小さなお子様がいらっしゃる職員が安心して働け
るよう、託児所を運営しています。チェリッシュキッズルームは、「職員
の仕事と育児の両立」と「お子様の健全な育ち」を支援します。

• 産休や育児休暇を終え、チェリッシュキッズルームを利用しながら職場に復帰することができます。

• お子様のいる中途採用の方もご利用可能です。

• お子様を職場の近くに預けているという安心感が得られます。

• 送り迎えに時間がかかりません。
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福利厚生
職員寮

医療法人玉昌会では、遠方より入職した職員が職務に専念できるよう鹿
児島地区3棟・姶良地区2棟の職員寮を用意してあります。

• 日々の生活をバックアップする寮の設備

• 全個室、バス、トイレ、キッチンセット、エアコン完備
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外部評価

• 日本医療機能評価機構認定病院

• 慢性期医療認定病院

• FAA航空身体検査機関

• 日本政策投資銀行BCM格付

• DBJビジョナリーホスピタル
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日本医療機能評価機構認定病院

高田病院・加治木温泉病院は、「日本医療機能評価機構認定病院」です。

高田病院

機能種別版評価項目3rdG:Ver.2.0

主たる機能:慢性期病院、副機能:リハビ

リ テーション病院

加治木温泉病院

機能種別版評価項目3rdG:Ver.1.1

主たる機能:慢性期病院、副機能:リハビ

リ テーション病院

付加機能（リハビリテーション機能

Ver.3.0）

80



慢性期医療認定病院の認定について
(高田病院、加治木温泉病院）

・日本慢性期医療協会が行っている認定。慢性期医療の特有の臨床指標（Clinical 

Indicator：以下、CI）」を用いて具体的に点数化して評価

・従来の急性期医療が中心のCIとの差別化を鮮明にして、CIに「慢性期医療のスタン

ダードとして、各病院がその項目を達成していくことが質の向上につながるもの」と

しての意義を付加し平成24年5月より「慢性期医療認定病院認定審査」を開始。

・臨床指標は現在どの病院でも公表していることが多く、臨床指標を公表することに

より患者さまが病院の機能を知ることができ、入院する病院を選ぶ際や、外来を受

診する際の一つの情報ツールとなっている。

・慢性期医療認定病院のポイントとして、日本慢性期医療協会独自の臨床指標を用

いて、医療の質を具体的に点数化して評価。認定期間は5年間だが、更新単位の取得

を計画的に管理していくとともに、毎月臨床指標の各項目の実績集計が必要不可欠

なため、いかに効率よく定型化していくかが重要。
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FAA航空身体検査機関(加治木温泉病院）



BCM格付取得

医療法人 玉昌会は2018年3月、日本政策投資銀行BCM格付取得しました

日本政策投資銀行の「環境・健康・BCM」3つの格付を全国の医療機関として初めて
取得しています。
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DBJビジョナリーホスピタル認定

医療法人 玉昌会はDBJビジョナリーホスピタルに認定されました。

日本医療機能評価機構に認定され、環境

配慮および防災・事業継続に対する取組

等を評価された結果、最高ランク★ ★ ★

に認定されました。
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ビジョナリティーホスピタルについて
本制度は、JCQHCによる「病院機能評価」の認定(注1)を受けた病院を対象に、

DBJが開発した独自の環境評価・BCM(注2)評価システムにより、環境配慮・防災お
よび事業継続対策に優れた病院を「DBJビジョナリーホスピタル」として評価・認定
し、その評価に応じて融資条件を設定する融資メニューです。

近年、病院に対しては、地域社会の安全、安心の拠点としての役割を求める声が
高まっています。そこでDBJは、本制度を通じて、医療機能の高度化に加え、環境配
慮・防災および事業継続対策を積極的に行い、患者、医療従事者等、地域社会全体
にその取り組みを還元するというビジョンに基づいて経営を行う病院を支援してい
きます。

DBJは、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融活動によ
る課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現していきます～」
に基づき、地域社会に良質な医療の持続的な提供を行うお客様の取り組みを積極的
に支援してまいります。

(注1)JCQHCは、病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動（機能）が、適
切に実施されているかどうかを中立、公平な立場で第三者的に評価する「病院機能
評価事業」を行い、評価の結果、一定の水準に達したと認められた病院に対して認
定証を発行しています。なお、平成24年4月現在、全国の病院の約3割にあたる
2,438病院が認定を受けており、認定病院の病床数の合計は、全国の病院の約4割を
占めるに至っています。

(注2)BCMとは、「Business Continuity Management（事業継続管理）」の略。
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玉昌会の目指す未来

• 2025年に向けて

• 玉昌会の成長戦略

キラメキテラス

ＪＯＹタウン構想

• スマートシティについて

• 2025年大阪万博について

• 地域包括ケアシステム、地域共生社会の構築

• 急性期との連携強化、病床の機能分化

• 玉昌会が目指す未来
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2021年

高田病院移転

開業

2022年

加治木温泉病院

再編

2025年

地域包括ケアシステム、

地域共生社会の構築

2024年

ヒューマンライフ

ラインの実践
2023年

JOYタウン構想実現

2025年に向けて
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玉昌会の成長戦略
コンパクトシティ構想・キラメキテラス

現在、我々は2021年2月に鹿児島市のコンパクトシティの拠点になる交通局

跡地に高田病院を新築移転し、鹿児島市の地域包括ケアシステムを基盤とした

「街づくり」に協力する「キラメキテラス構想」をスタートさせる。
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玉昌会の成長戦略
キラメキテラス

高度急性期・急性期機能をもつ今給黎総合病院と、回復期・慢性期機能をも
つ高田病院が併設となり、観光マーケットの拡大を図るための滞在型ホテル
やネット社会とともに発展してきたコールセンター、地産地消にこだわった
スーパーマーケット、温浴施設、スポーツクラブ、そして分譲マンションな
どを整備し、新しい産業の創出と雇用拡大への貢献に努めていく。
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玉昌会の成長戦略
JOYタウン構想
「姶良 JOY タウン構想」は、姶良市の帖佐駅を中心にしたコンパクトシティ
化に向けたまちづくり構想に伴い加治木温泉病院を移転させ、2025 年をメ
ドに 姶良地区での地域包括ケアシステムを構築していく。
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スマートシティについて

92

都市の抱える諸課題に対して、ＩＣＴ等の新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、
整備、管理・運営等）が行われ、全体最適化が図られる持続可能な都市または地区

玉昌会はスマートシティの実現に向けて、各企業及び鹿児
島・姶良市等との官民連携を図っていきます。
(令和2年、スマートシティインスティチュート入会）



2025年 大阪・関西万博について

93

従来のサブテーマは「多様で心身ともに健康な生き方」「持続可能な社会・

経済システム」。メインテーマである「いのち輝く未来社会のデザイン」

の「いのち」に焦点を当て、従来のサブテーマ２つを「いのちを救う」

「いのちに力を与える」「いのちをつなぐ」の３つに変更した。



2025年 大阪・関西万博について
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開催概要

テーマ

いのち輝く

未来社会のデザイン“Designing Future Society for Our Lives”

Saving Lives(いのちを救う)

Empowering Lives(いのちに力を与える)

Connecting Lives(いのちをつなぐ)

コンセプト

-People’s Living Lab-未来社会の実験場

展示をみるだけでなく、世界80億人がアイデアを交換し、未来社会を「共創」(co-create)。

万博開催前から、世界中の課題やソリューションを共有できるオンラインプラットフォームを立ち上げ。

人類共通の課題解決に向け、先端技術など世界の英知を集め、新たなアイデアを創造・発信する場に。

開催期間

2025年4月13日(日)～10月13日(月) 184日間

開催場所

大阪 夢洲（ゆめしま）

想定来場者数

約2,800万人

経済波及効果(試算値)

約２兆円

会場周辺の混雑や運営トラブルの発生を考慮し、大型連休の５月３日から

開幕するとしていた従来日程を数週間前倒しすることとなった。

「いのちを救う」は感染症対策などを通じ、健康寿命を延ばす意味合い。

「いのちに力を与える」は、ＡＩ（人工知能）やロボットを活用した教育・

ビジネスの可能性を追求し、「いのちをつなぐ」は、異文化理解を進め、

新たな技術革新を創出するといった理念が込められている。



住まい

生活支援・
介護予防

介護医療

地域包括ケアシステム・
地域共生社会の構築（治し支える医療へ）
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回復期・慢性期病院

急性期病院

かかりつけ医
有床診療所

地域の連携病院



急性期との連携強化、病床の機能分化

高度急性期

急性期

回復期

(回復期リハビテーション病棟、

地域包括ケア病棟）

慢性期

(療養病棟）

在宅医療・介護医療院

（地域包括ケアシステム）
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地 域 共 生 社 会

医療・介護・福祉・健康増進サービス

連携強化

周辺医療機関

(株)JOY

鹿児島地区

姶良地区

(医)玉昌会

(社福)幸友会

加治木 姶良

鹿児島市域

JOYタウン

在宅事業部

WellBe Club
JOYビレッジ
ホスピタル

総合医局 総合看護・介護局

総合リハビリ局

1人医師医療法人

健診クリニック

健康保険組合

人財育成組織
(NPO・学校法人・株式会社)

総合コメディカル局 グループ幹部

グループサポートチーム

在宅事業部

人財育成

キラメキテラス
ヘルスケア ホスピタル

キラメキテラス

急性期・回復期・慢性期
在宅・健診・フィットネスジム
地域社会・子ども・障がい者

急性期・回復期・慢性期
在宅・健診・地域社会

ヒューマンライフライン

JOYタウン
ホスピタル

フィットネス・ヘルスケア人財
医療・介護人財

ICT活用・データ連携・PHR・AI

仕事・スキル・サービスを提供

保険外サービス

➢ 健(検)診・産業医・学校医
(地域・職域・健康経営コンサルティング)

➢ 美容外科等の自由診療領域
➢ ウェルネス・スポーツ

9 医療法人

姶良市域

(公財)慈愛会
今村総合病院 ICT活用

データ連携
PHR・AI

連携・協働

多世代交流拠点

(公社)昭和会
いまきいれ総合病院

3法人連携

密なる連携 密なる連携

玉昌会グループが目指す未来

共同研究



玉昌会格付けについて

2009年11月～2018年11月まで

直近格付け実績 ＢＢＢ－（安定的）



ＢＢＢ－
債務履行の確実性は認められるが、上位
等級に比べて、将来、債務履行の確実性
が低下する可能性がある。

• 格付けの定義⇒Going Concern(継続企業の前提)としての債務償
還能力

• 主に将来の収益に基づく債務償還の確実性を評価。

• 収益力、財務体質

• 発行契約における諸条件の評価（債券固有の要素）

• 信用リスクと回収リスクを評価（タイムリーペイメント:期日通
りの債務履行が原則）

• 絶対評価と相対評価（但しスコアリングによる「ランキング」で
はない）



格付結果の推移

• 2009年 Ｈ21年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2010年 Ｈ22年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2011年 Ｈ23年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2012年 Ｈ24年3月期 ＢＢＢ－（ポジティブ）

• 2013年 Ｈ25年3月期 ＢＢＢ－（ポジティブ）

• 2014年 Ｈ26年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2015年 Ｈ27年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2016年 Ｈ28年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2017年 Ｈ29年3月期 ＢＢＢ－（安定的）

• 2018年 Ｈ30年3月期 ＢＢＢ－（安定的） 直近格付



21/3月期 格付事由要旨

・12年3月末の介護療養病床の廃止を見据え、回復期を中心に医療機能の強化を
図っている。理学療法士等リハビリスタッフの増員を図る一方、09年には加治
木温泉病院において一般病床(30床)、高田病院において回復リハ病床(30床)を
開設するなど制度変更への対応に努めている。また、回復期や入院透析など特徴
ある医療を提供することで急性期病院や診療所等との棲み分けを図るとともに、
連携体制の強化を図っている。

・医療機能を高める一方、入院患者の受け皿として需要の大きい在宅サービス事
業の展開も推し進めている。07年以降、認知症対応型通所介護事業所やグルー
プホームの運営を開始したほか、クリニックや小規模多機能事業所などを併設す
る有料老人ホームの建設も計画している。ただ、既存施設の利用者の確保は当初
計画よりやや遅れているとみられ、サービスの浸透と着実な損益改善が当面の課
題となる。

・09/3期は医療機能の強化や上位加算の取得による入院単価の上昇などで診療
報酬改定のマイナス影響をカバーして増収増益を確保した。10/3期はスタッフ
増員などによる費用増加が見込まれるが、入院単価上昇の通年寄与や在宅部門の
利用率向上などから09/３期並みの利益水準の確保は可能とみられる。財務面で
は有利子負債が減少傾向にあるが、老人ホームの建設や老朽化した病院棟の建替
えなど資金需要が見込まれる中、財務体質の強化をさらに進める必要がある。
JCRでは在宅サービスの事業展開と投資回収状況、本部機能強化の進展などを注
目している。



22/3月期 格付事由要旨

・玉昌会は、高田病院（同市、回復期リハ30床・療養149床）、加治木温泉病
院（鹿児島県姶良市、一般60床・回復期リハ54床・療養236床）を運営。高田
病院は重症の透析患者の受け入れなどを行い、加治木温泉病院は地域リハビリ
テーション広域支援センターに指定されるなど、周辺の慢性期医療の中核機能を
担っている。今年3月期は、2病院の医療機能の強化や、診療報酬改定への対応
による診療単価の上昇などで増収・増益を確保した。

・JCRは、拠点整備に伴い債務の増加は見られるものの、高い病床稼働率の維持
や在宅サービス部門の拡充などで安定した業績を確保し、純資産の蓄積も進んで
いる点を評価。来年3月期も「引き続き堅調に推移するとみられる」とした。た
だ、中長期的には2病院の大規模な補修や建て替えが必要になるとして、「一段
と財務改善を図っていくことが重要」とみている。



23/3月期 格付事由要旨

・主力の２病院では、リハビテーションを中心とした医療機能の強化を推し進め
る中、病床転換や上位基準・加算要件の取得などにより入院単価は上昇傾向にあ
る。機能強化に伴い在院日数は短期化しているが、周辺の急性期医療機関との連
携を軸に、高い病床稼働率を維持している。また一方では、有料老人ホームや小
規模多機能型居宅介護などの在宅サービスを拡充し、回復期、慢性期患者の受け
皿機能を高めている。中期的に慢性期分野の収益環境は厳しさをましていくと予
想されるが、当法人の制度改革への対応は着実に進展しつつある。

・11/03期は、２病院の医療機能強化や診療報酬改定への対応による診療単価の
上昇を主因に増収増益を確保した。12/03期は、近年開設した介護拠点の収益改
善などから引き続き堅調に推移するとみられる。財務面では、12/03期は、在宅
サービス部門の拠点整備に伴う投資により有利子負債がやや増加している反面、
近年の安定した業績を背景に純資産の蓄積が進んでいる。ただ、中長期的には２
病院の大規模な補修、建替えが必要となることから、一段と財務改善を図ってい
くことが重要と考える。JCRは、次回診療・介護報酬同時改定の動向ともに病院
建替計画等の進捗状況に注目していく。



24/3月期 格付事由要旨
・当法人は医療機能の強化を図る一方、介護療養病床の再編や地域包括ケア体制の
整備といった制度改革に積極的に対応することで、収益の拡大と財務基盤の強化を
進めたきた。JCRは、今後も医療機能の強化や在宅サービスの本格化など事業基盤の
強化を通じて収益の安定性が見込まれると判断し、今般、当法人の格付けの見通し
を「ポジティブ」とした。今後具体化していく加治木温泉病院の新築移転計画や人
材確保の進捗状況などに注目していく。

・政府は拡大する医療需要に対し、入院医療の機能分化や在宅医療の強化を推し進
めている。医療機関は自院の強みや地域特性などを踏まえつつ、医療提供体制の変
化に中長期的に対応していく必要がある。こうした中、当法人は医療機能を高める
ことで介護療養病床から回復期リハ病床や医療療養病床への転換を進めてきた。ま
た現在では、有料老人ホームや小規模多機能型居宅介護などを手掛ける在宅サービ
ス事業部を拡充し、慢性期分野の受け皿機能を高めるとともに在宅・介護分野の需
要増加への対応を図っている。

・医療機能の強化による入院単価の上昇や在宅サービスの積極展開などで12/03期
まで4期連続で増収を確保しており、償却前利益も数年前に比べると高位にある。加
治木温泉病院の医師減員への対応やこれまで費用が先行してきた在宅サービスの収
支改善などが当面の課題であるが、リハビリ部門の強化などを背景に、13/03期以
降も底堅い利益水準を確保できるとみられる。

・財務透明化に向けた損失処理により12/03期末の純資産は減少したが、実質的に
は安定業績を背景に利益蓄積が進展している。当法人では目下、加治木温泉病院の
新築移転の検討を進めているほか、中長期的には高田病院の老朽化への対応も視野
に入れており、今後、資金需要が高まっていくとみられる。ただし、これらの投資
は適切な規模で実施されるとみられ、安定した収益、財務基盤を踏まえれば、財務
リスクは管理可能とみられる。



25/3月期 格付事由要旨

・JCRは、当法人が制度改革に対応しつつ収益拡大や財務基盤の拡充を進めてい
る点、今後の事業展開を通じさらなる収益の安定性向上が見込める点を踏まえ、
12年10月に格付けの見通しをポジティブとした。その後、当法人の収益水準は
医師の減員を主因にJCRの想定を下回っているものの、足元、医師の確保には進
展がみられる。また、組織体制の整備が進む中、制度改革の方向性に即した機動
的な事業展開などにより収益の安定性が高まっていくとするJCRの見方に大きな
変化はなく、格付を据え置きとし、見通しをポジティブとした。

・高齢化に伴う医療需要の増大に対し、政府は医療機関の機能分化や在宅医療の
充実、医療・介護の連携強化などを推し進めていく方針である。こうした中、当
法人は医療機能を強化し、リハビリ部門の拡充や在院日数の短縮を図っているほ
か、13年には鹿児島市内で定期巡回・随時対応サービスや複合型サービスを開
始するなど、地域包括ケア体制の確立に向けても積極的な対応を行っている。ま
た、こうした事業展開に合わせた人材の確保、育成を進めつつある点も引き続き
評価している。

・財務面では、12/03期末に財務透明化に向けた損失処理を行ったが、実質的に
は利益蓄積による純資産の増加とネット有利子負債の減少が進んでいる。ただ、
当法人は目下、加治木温泉病院の新築移転等の検討を進めており、今後、資金需
要が生じていく見通しである。現時点では、これらの投資は適切な規模で実施さ
れ、かつ当法人の事業基盤の強化に資するものと考えられるが、JCRでは今後具
体化する事業計画と人材の充足状況に注目していく。



26/3月期 格付事由要旨

・組織体制の整備や制度改革への対応を図る中、収益の安定性向上が見込まれるこ
となどから、JCRは当法人の格付の見通しをポジティブとしていた。ただ、その後
の収益水準は、医師の減員や在宅サービスの費用増などで弱含んでいる。足元、医
師数の回復とともに14年度診療報酬改定への対応が進むなど収支改善の目途はつい
ているが、JCRの従前の想定との乖離幅は拡大している。このため、格付を据え置
き、見通しを安定的に変更した。検討下にある2病院の移転事業を前に、人材基盤
の拡充などによる収益力の強化と財務改善を図っていくことが当面の課題である。

・高田病院では、回復期リハビテーション病棟の入院患者への透析治療の拡大など
で収益はおおむね順調に推移している。加治木温泉病院では、医師減員に伴い抑制
した病床利用率が回復に転じている。また両病院は14年度診療報酬改定で新設され
た在宅復帰機能強化加算を取得するなど、急性期病院からの患者の受入れ体制を強
化している。在宅サービス事業部では、13年に始めた定期巡回・随時対応サービス
など採算が厳しい事業で、サービスの休止を含む対応策を徹底しており、足元の収
支は改善しつつある。

・15/03期は人材確保が進む加治木温泉病院の病床利用率の回復などを背景に収支
改善が見込まれる。当面グループ全体でおおむね安定した患者、利用者の確保が可
能である。財務面であは、12/03期末の財務透明化に向けた損失処理以降、財務構
成に大きな変化はない。ただ、2病院の移転により有利子負債の大幅増が見込まれ
るほあか、慢性期医療と介護両分野の収益環境は今後の制度改定などを通じて厳し
さを増す可能性がある。JCRはこうした点を踏まえつつ、病院移転に関する事業の
進展を見守っていく。



27/3月期 格付事由要旨

・社会保障費の抑制圧力が強まる中、消費税増税の影響など諸費用には上昇圧力が
生じており、事業環境は厳しさを増している。ただ当法人では、一時減少した加治
木温泉病院の医師数が回復しており、15/03期以降の法人全体の収支は改善傾向に
ある。両病院では医療機能の強化を図るとともに、他医療機関との連携に努めてお
り、当面、従前より低位ながらも安定した収益を確保できるとみている。近年、借
入金は減少しており財務構成は緩やかに改善している。こうした点を踏まえ、格付
据え置きとし、見通しを安定的とした。

・薬剤師や看護師、介護職員などの不足感は強く、スタッフの定着促進や採用体制
の強化が課題となる。加治木温泉病院では、一般病棟を地域包括ケア病棟に移行し
たほか、回復期リハ病棟の最上位基準を取得するなど機能強化が進展している。た
だ、病床利用率には引き上げ余地があり、増強した医師陣営に見合った患者確保が
重要になる。高田病院では集患が安定しており、入院透析患者のリハビテーション
への対応などで収入を伸ばしている。在宅サービス事業では、採算が厳しい拠点の
廃止や人材の適正配置などに取り組む中、収支上のマイナスは縮小に転じている。

・加治木温泉病院や在宅サービス事業の収支改善を受けて、16/03期は底堅い収益
を確保する見通しである。ただ、16年度診療報酬改定では当法人に厳しい制度変更
も予想されるほか、目下、鹿児島県を中心に進む「地域医療構想」の策定、実行過
程において、病床削減や再編成の必要が生じる可能性がある点に留意を要する。当
法人が視野に入れる両病院の新築移転に際しては、こうした制度改定の動向を見据
えた事業計画を立案するとともに、スタッフの充足度の引上げや集患施策の展開を
通じた、さらなる収益基盤の強化が重要と考える。



28/3月期 格付事由要旨

・社会保障費の抑制圧力が強まり、医療機関を取り巻く事業環境は厳しさを増している。
人件費や委託費の上昇、加治木温泉病院の病床利用率の低下などを背景に当法人の収益
性は低下傾向にある。ただ、高田病院の集患は順調で、足元の加治木温泉病院の病床利
用率も改善に転じている。今後の医療制度改革の影響に留意を要するものの、当面の収
益確保は可能とみている。一方、今般、当法人は19年末を目途とする高田病院の新築移
転計画を公表した。現状の財務構成は安定しているが、中期的には財務負担が増す可能
性が高い。ただ、現時点では移転地に隣接予定の他の急性期病院との連携や移転後の収
支計画、現有施設の利活用などの詳細を見定める必要がある。以上より、格付は据え置
きとし、見通しを安定的とした。

・看護師や介護職員には不足感があり、近年、看護職員の離職率がやや上昇している。
採用力の強化や職員の定着促進が課題である。高田病院では透析患者へのリハビリ対応
を積極化する中、16年には回復期リハ病棟の最上位基準を取得するなど機能強化が進展
している。加治木温泉病院では、鹿児島市内の医療機関との連携強化や在院日数の適切
な管理を通じて病床利用率が改善傾向にあるが、地域内での競合が強まっている回復期
リハ病棟の集患が課題となる。在宅サービス事業では人材の適正配置と稼働向上に取り
組んでおり、収支上のマイナスは緩やかながらも縮小しつつある。

・16年度診療報酬改定を受けた各種加算の算定強化や加治木温泉病院の患者数増を背景
に、17/03期の収支は前年を上回って推移している。今後も加治木温泉病院の改善を軸
に収支は回復基調をたどるとみている。一方、財務構成は近年緩やかに改善してきたが、
高田病院の新築移転に伴い有利子負債が段階的に増加していく公算である。資金調達の
規模や調達方法は現時点では未定だが、収支がJCRの想定を下回る場合には、キャッ
シュフローとのバランスが大きく悪化する可能性がある点に注意を要する。今後具体化
する移転計画を精査し、格付に反映させていく。また、当法人は加治木温泉病院の新築
移転も視野に入れており、この計画の進展にも注目している。



29/3月期 格付事由要旨
・社会保障費の抑制圧力が強まる中、医療機関の事業環境は厳しさを増しつつある。
ただ、高田病院では長年安定した集患力を維持しており、加治木温泉病院でも医師の
増加や地域連携の推進により病床利用率が上昇している。医療制度改革の影響には注
意を要するが、当面、安定した収益を確保できるとみている。一方、高田病院の新築
移転に伴う資金調達により、財務構成は段階的に悪化する見通しである。ただ、新病
院の機能や事業費に関する未確定の事項は残っているが、集患に大きな懸念はないと
みられ、余裕度は小さくとも安定した債務償還が可能と現時点では判断している。以
上を踏まえ格付を据え置きとし、見通しを安定的とした。

・薬剤師や看護師、介護職員などの必要数は充足しているものの、採用体制の強化や
定着促進が引き続き課題である。一方、近年注力してきた医師の採用は順調に推移し
ており、幹部職員の世代交代に向けた準備も進みつつある。高田病院では、17年に
地域包括ケア病床を開設するとともに、全ての医療療養病床が上位基準に移行した。
また加治木温泉病院では、今後の地域の医療介護ニーズの変化を踏まえ、一部病床の
介護医療院への転換を検討するなど、病床再編に向けた対応が着実に巣進んでいる。
在宅サービス事業では人材の適正配置と稼働向上に取り組んでいるが、収支状況は依
然厳しい。

・高田病院の機能強化に伴う入院単価の上昇や加治木温泉病院の病床利用率の上昇を
背景に、足元の収支はおおむね順調である。ただ、建築費が高騰する中、病院新築時
の投資回収上の余裕は医療界全体で低下しており、高田病院の新築移転に向けて、
18年度同時改定に的確に対応し、法人全体のキャッシュフロー創出力の維持、向上
を図っていくことが不可欠である。外来機能の強化や病床利用率のさらなる向上など
を通じたトップラインの引き上げが課題となる。また、当法人は加治木温泉病院の新
築移転も視野に入れており、この計画の進展にも注目している。



Ｈ30年3月期 格付事由要旨

病院概要

• 高田病院(179床）、加治木温泉病院(350床）を運営する医療法人。比較
的小規模な医療機関が多い療養型病院にあって県内有数の病床規模を有
する。両院ともに回復期の人工透析などに強みを持つ。

財務面

・2病院の集患は順調、引き続き一定以上のＣＦ創出力を確保できると想定
される。財務構成は高田病院の新築移転事業の進行に伴い段階的に悪化す
る見通しである。

実態面

• 看護、介護職員には不足感があり、定着の促進と採用の強化が引き続き
課題。加治木温泉病院の介護医療院への転換や、在宅サービス事業の事
業所再編、運営効率化等の成果が表れつつある。

今後の見通し

• 償却前利益は12/03期以来の水準に回復。堅調な2病院に加え、在宅サー
ビス事業の収支が改善傾向にあるほか、巡回健診を手掛けるクリニック
をグループに迎えるなど、収益基盤の厚みがましつつある。ただ、高田
病院の新築移転にかかる支出増が見込まれることから、グループ全体で
さらなる収入増と費用の抑制に努めていくことが重要。
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